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▼頼もしかった


  アベ政権の過去・現在・未来に亘るやり方を明らかにし、対応を考える有益な講演でした。北海道補選の分析、選挙制度の見直し、主権者教育への取り組みなど、法律家として若い方々が活動しておられる様子は頼もしいです。（深大寺北・二見真由美）


▼準備の労力に感謝


　丁寧で明確なレジメ。準備は大変な労力と時間を要しただろうなと感謝とお礼を申し上げます。問題点の整理に役立ちます。公職選挙法の非民主的な個所、もっと声を上げなければ、と思います。


　　　（仙川・岩本務）


▼中身が濃かった


  中身が濃いお話でした。ただ、限られた時間内でのお話だったため、早口になってしまい、聞き取りにくい感じもしました。


　　（日野・坂巻克己）


▼考えた一票入れたい


　夏の選挙へ向けて自民党の改憲草案ができています。恒久平和主義の否定と戦争国家の完成が考えられているとのことでした。


　私たちは選挙というと経済のことが優先で政党を選びがちですが、今度の選挙には、日本の将来がかかっていると思いました。　子どもたちや孫たちの未来が決まってしまうのです。一人ひとりが考えて１票を入れなければ日本は危ないのだと思いました。（上石原　中島暁子）


▼教育を通した危険性


　教育に関わる運動をしてきた私は「新たな戦前」への道を開こうとする安倍政権が、教育を通して戦争する人づくりを進めている実態や、戦争法の危険性が具体的に語られたお話に、力をもらいました。


　５・３憲法集会で手をつないだ野党４党の党首、その手を離させないのは国民の力。納得です。「廊下の奥に戦争が立ってゐた」状況にしないために、今度の参議院選挙を「子どもたちに平和な未来を残すのか、戦争と破壊を残すのか」の分岐点と捉え、可愛い孫たちのためにもがんばろう！と、心を引き締めました。


　　（柴崎・三浦久美子)


▼公選法、小林問題…


  北海道補欠選挙をめぐって改めてクローズアップした公選法問題は、無所属を擁立する選挙共闘では、避けて通れない問題だ。確かにもっと大きな問題として取り上げ直させていかないといけない。気づかされた。


　１８歳選挙権問題は「憲法ひろば」でも取り上げたが、弁護士さんの運動があることも伝えられ、よかった。小林節さんの「新グループつくり」についても、まだ本人や周囲の状況が明らかでない中で、きちんと整理していただき、よかった。


（東つつじヶ丘・丸山重威）
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６月１１日（土）１４時～


 第１１４回（６月）例会 


調布の戦争 空襲と米兵殺害事件


お話：古橋研一さん


(調布在住の郷土史家）


於：たづくり８階「映像シアター」


　　                     参加費300円


◆「たづくりまつり」(10～12日)参加企画


　期間中、２階「南ギャラリー｣で展示も。





７月２３日(土)１３時半～第１１５回(７月)例会 


選挙後の情勢と運動の方向


お話：川村俊夫さん　(九条の会「事務局」)


於：あくろす３階「あくろすホール」　参加費300円





８月２日(火)～７日（日） 


第３回「調布美術のひろば」


於：たづくり２階「南ギャラリー」
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